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平
成
16
年
日
向
市
「
成
人
式
」
式
典
は
１
月
11
日
に
日
向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
で
友
達
、
同
級
生
を
見
つ
け
て
歓
談
す
る
背
広
や
振
り
袖
姿
の
若
者
た
ち
。

今
年
、
日
向
市
で
６
７
９
人
（
男
３
２
６
人
、
女
３
５
３
人
）
が
、
大
人
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。
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大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
の
は
、

昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
昭
和
59
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
６
７
９
人

（
男
３
２
６
人
、
女
３
５
３
人
）
で

す
。
式
典
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
日
向
十
五
夜
太
鼓
」
の
和
太
鼓
演

奏
で
幕
開
け
し
ま
し
た
。
新
成
人

を
代
表
し
て
帆
足
高
平
さ
ん
（
富

高
）、
竹
下
真
代
さ
ん
（
財
光
寺
）

の
２
人
に
、
山
本
孫
春
市
長
か
ら

成
人
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
演
出
は
、
舞
台
ス
ク
リ

ー
ン
に
、
新
成
人
が
生
ま
れ
た
昭

和
58
（
１
９
８
３
）
年
か
ら
20
年

間
の
出
来
事
を
振
り
返
る
懐
か
し

い
映
像
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
主
な
出
来
事
は
「
東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
開
園
・
１
９

８
３
年
」「
日
向
市
で
９
年
ぶ
り
の

大
雪
・
１
９
８
４
年
」
な
ど
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
は
「
お
し
ん
」
が
最
高
視

聴
率
62.

９
％

パ
ー
セ
ン
トを

記
録
（
関
東
地

区
）。
世
相
語
と
し
て
は
「
や
る
っ

き
ゃ
な
い
」、
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画
は

「
探
偵
物
語
」「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ダ
ン

ス
」
な
ど
で
し
た
。

式
典
後
は
、
懐
か
し
い
恩
師
か

ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
抽
選

会
な
ど
、
楽
し
い
企
画
も
あ
り
ま

し
た
。
交
流
広
場
で
は
、
久
し
ぶ

り
に
会
う
友
達
や
同
級
生
と
歓
談

し
た
り
記
念
写
真
を
撮
り
合
っ
た

り
す
る
新
成
人
た
ち
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

祝祝成成人人。。大大人人のの仲仲間間入入りりでですすねね。。



今
年
は
短
大
卒
業
で
楽
し
か
っ
た
学
生
生
活
も
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
す
て
き
な
思
い
出
と
友
達

を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い
で
す
。
自
分
の
夢

を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
て
そ
れ
に
向
か
っ
て
急
が

ず
慌
て
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
行
き
ま
す
。

【
市
に
望
む
こ
と
】
小
学
６
年
の
時
に
、
ひ
ま
わ

り
基
金
で
東
京
に
行
か
せ
て
頂
い
た
の
で
す
が
、

都
会
の
小
学
生
と
の
交
流
や
見
た
こ
と
の
な
い
大

き
な
ビ
ル
な
ど
、
と
て
も
心
打
た
れ
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
交
流
な
ど
を
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

竹下真代さん ●財光寺●

20
歳
の
目
標
、
そ
れ
は
、
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
は
必
ず
や
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
た
り

前
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
当
た
り
前
な
こ
と
が
出

来
な
く
て
は
大
人
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
今
日
は
両

親
へ
の
「
感
謝
」
を
実
感
す
る
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
市
に
望
む
こ
と
】
日
向
は
今
、
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
が
根
本
的
な
課
題
は
ま
だ
未
解
決
の
ま

ま
で
す
。
の
ん
び
り
し
た
雰
囲
気
を
大
事
に
し
つ

つ
活
性
化
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
の
お
手

伝
い
が
出
来
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

吉村友希さん ●財光寺●

大
人
と
し
て
の

自
覚
と

責
任
を
持
ち
ま
す
。

日
向
市
の
成
人
式
は
、
新
成
人
や
日
向
市
青
年
団
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
（
会
長
、
鈴

木
孝
弘
さ
ん
）
が
昨
年
11
月
か
ら
週
１
回
の
会
議
を
重
ね
準
備
し
て
き
ま
し
た
。
当
日
の
司
会
、

ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
、
す
べ
て
を
新
成
人
が
務
め
ま
し
た
。

感
激
で
い
っ
ぱ
い
の
式
典
会
場
で
、
今
年
の
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
「
大
人
と
し
て
の
抱
負
」
と
、

「
日
向
市
に
望
む
こ
と
」
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
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「誓いの言葉」として、加藤潤也さん（財光寺）
と黒木真季さん（富高）が宣誓文を読み上げ
ました。

インタビュー

■
夢
を
し
っ
か
り
見
つ
め
て

■
両
親
へ
の
感
謝
を
実
感

大
人
の
１
年
生
と
し
て
、
ま
た
違
っ
た
人
生
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
私
で
す
が
、
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
、
助
け
ら
れ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

自
分
も
ま
た
一
人
で
も
多
く
の
人
を
支
え
助
け
る

こ
と
の
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
市
に
望
む
こ
と
】
笑
顔
の
あ
る
ま
ち
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
が
働
く
こ
と
の

で
き
る
環
境
や
障
害
が
あ
る
人
た
ち
が
住
み
や
す

い
ま
ち
を
つ
く
り
、
す
こ
し
ず
つ
で
も
い
い
の
で

笑
顔
が
増
え
る
ま
ち
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

川越芳美さん ● 幸脇 ●

実
際
に
成
人
し
て
、
両
親
を
は
じ
め
周
り
の
人
々

の
支
え
が
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
で
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
今

し
か
で
き
な
い
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

反
省
は
し
て
も
、
後
悔
し
た
く
な
い
か
ら
で
す
。

【
市
に
望
む
こ
と
】
駅
前
が
一
変
し
て
い
る
の
に

驚
き
ま
し
た
。
地
元
に
活
気
が
あ
る
こ
と
は
嬉
し

い
で
す
ね
。
ぷ
ら
っ
と
バ
ス
の
運
行
で
高
齢
者
へ

の
交
通
の
便
が
良
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の
交

通
の
便
も
良
く
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

鈴木孝弘さん ● 富高 ●

成
人
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
は
、
社
会
の
一
員
で
あ

る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
責
任
あ
る
行
動
を
と
れ

る
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何

か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

【
市
に
望
む
こ
と
】
ぜ
ひ
、
企
業
誘
致
を
お
願
い

し
ま
す
。
大
き
な
企
業
の
進
出
、
工
場
誘
致
な
ど

に
よ
り
、
雇
用
を
創
出
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
若
い
人
の
就
職
す
る
場
を
も
う
少
し
増
や

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

矢野敬子さん ●江良町●

成
人
式
を
迎
え
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま

し
た
。
今
ま
で
私
を
支
え
て
き
て
く
れ
た
家
族
や

友
達
、
先
生
方
、
す
べ
て
の
人
た
ち
に
心
か
ら
感

謝
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
一
人
の
大
人
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
な
行
動
を
と
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
市
に
望
む
こ
と
】
日
向
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に

行
っ
た
人
達
が
「
や
っ
ぱ
り
日
向
が
い
い
！
」
と

思
え
る
よ
う
な
環
境
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
だ
れ

も
が
安
心
し
て
老
後
を
す
ご
せ
る
よ
う
な
、
住
み

や
す
い
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

吉原ゆかりさん ● 浜町 ●

こ
れ
ま
で
の
「
未
成
年
」
と
い
う
立
場
だ
か
ら
許

さ
れ
た
甘
え
か
ら
抜
け
出
し
、
自
分
に
厳
し
く
あ

り
た
い
で
す
。
日
々
精
進
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

し
て
大
き
な
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
市
に
望
む
こ
と
】
若
者
に
魅
力
を
感
じ
さ
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
日
向
市
の

玄
関
口
で
あ
る
駅
前
が
変
わ
り
、
将
来
が
楽
し
み

で
す
。
ま
た
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち
に
優
し

い
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
市
民
参
加
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

中村仁子さん ● 大王谷 ●

１
月
11
日
の
成
人
式
で
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。
今
ま
で
は
、
自
由
奔
放
な
生
活
で
親
の
言

う
こ
と
も
聞
か
ず
、
何
度
も
親
を
泣
か
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
一
人
の
大
人
と
し
て
、
す

べ
て
の
行
動
に
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
親
に
迷
惑

を
か
け
て
は
い
け
な
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

【
市
に
望
む
こ
と
】
日
向
市
だ
け
で
な
く
日
本
が
、

そ
し
て
世
界
が
平
和
で
、
す
べ
て
の
人
々
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
世
の
中
で
あ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。
今
は
、
そ
れ
だ
け
で
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

帆足高平さん ● 富高 ●
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■
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
を

■
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を

■
自
分
も
多
く
の
人
を
支
え
る

■
行
動
に
自
覚
と
責
任
を

■
自
分
に
厳
し
く
あ
り
た
い

■
大
人
と
認
め
ら
れ
る
行
動

祝成人。大人の仲間入りですね。
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市政 の動き

淑
徳

し
ゅ
く
と
く
大
学
教
授
・
工
学
博
士
で

あ
り
、
Ｔ
Ｖ

テ
レ
ビ

出
演
、
執
筆
・
講
演

活
動
等
で
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て

い
る
北
野
大
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
子
供
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
な
が
ら
、
母
親
流
子
育
て
術

か
ら
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

面
白
く
聞
き
応
え
の
あ
る
講
演

会
に
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
講
師

北
野
　
大

き
た
の
　
ま
さ
る

さ

ん
（
淑
徳
大
学
教
授
／

工
学
博
士
）

●
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
４
２
年
東
京
都

生
ま
れ
。
東
京
都
立
大

学
博
士
課
程
修
了
。
主

な
著
書
「
な
ぜ
か
、
た

け
し
の
兄
で
す
」
「
い

ま
、
飲
み
水
が
恐
ろ
し

い
」
「
僕
が
科
学
者
に

な
っ
た
理
由
」
な
ど
。

●
演
題

『
や
り
た
か

っ
た
二
番
目
の
こ
と
を

大
切
に
！
』

●
日
時

平
成
16
年
３

月
４
日
（
木
）
午
後
７

時
〜
８
時
30
分
（
午
後

６
時
30
分
開
場
）

●
会
場

日
向
市
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー

●
主
催

日
向
市
・
日
向
市
教
育

委
員
会

●
共
催
　
（
財
）
日
向
文
化
振
興

事
業
団

●
入
場
料

無
料
（
た
だ
し
、
入

場
整
理
券
が
必
要
）

※
入
場
整
理
券
は
、
日
向
市
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館
・

日
知
屋
公
民
館
・
細
島
公
民
館
・

南
日
向
公
民
館
・
美
々
津
公
民

館
・
大
王
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
・
市
立
図
書
館
・
市
社
会
教

育
課
で
配
布
。

●
そ
の
他

手
話
通
訳
・
託
児
室

を
設
け
ま
す
。
小
中
学
生
の
入
場

は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
文

化
係
（
1
内
線
２
４
２
５
）

４
月
か
ら
運
営
を
開
始

（
社
）
宮
崎
犯
罪
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
が
平
成
16
年
４
月
、
運

営
を
開
始
し
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー

で
は
、
事
件
・
事
故
等
の
被
害
で

悩
ん
で
い
る
人
の
た
め
に
、
き
め

細
や
か
な
被
害
者
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
会
員
会
費
や

助
成
金
、
皆
さ
ま
の
寄
付
等
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

一
人
ひ
と
り
の
や
さ
し
い
思
い
や

り
は
、
地
域
の
安
全
に
大
き
く
貢

献
す
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ま
の
隣
人
愛
の
心
で
被
害

者
や
そ
の
家
族
を
支
え
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

（
社
）
宮
崎
犯
罪
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
事
務
局
　
宮
崎
県
警
察

本
部
犯
罪
被
害
者
対
策
室
へ
。

（
1
０
９
８
５
│
31
―
０
１
１
０
）

北
野
　
大
さ
ん
を
招
い
て
／

北野大さんを講師に迎え、子供時代のエピソードを交えながら、
母親流子育て術から学んだことなどを語っていただきます。

第20回日向市民文化講演会　３月４日

文
　
化

講
演
会

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い

で
！
す
べ
て
相
談
無
料
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平
成
16
年
度
の
入
札
参
加

「
指
名
願
」
を
受
け
付
け
ま
す

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
業

務
委
託
、
物
品
購
入
な
ど
の
指
名

競
争
入
札
ま
た
は
見
積
も
り
に
参

加
を
希
望
す
る
人
は
、「
参
加
資

格
審
査
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

要
領
は
次
の
と
お
り
。（
物
品

購
入
等
に
つ
い
て
は
、
追
加
受
付

と
な
り
ま
す
の
で
、
昨
年
申
請
書

を
提
出
し
た
人
は
今
回
の
手
続
き

は
不
要
で
す
）

■
対
象
及
び
有
効
期
間

●
建
設
工
事

土
木
・
建
築
・
電

気
・
水
道
（
管
）
・
舗
装
・
塗

装
・
造
園
・
板
金
な
ど
／
平
成
16

年
９
月
１
日
〜
平
成
18
年
８
月
31

日●
業
務
委
託

測
量
・
設
計
・
補

償
・
各
種
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
／

平
成
16
年
９
月
１
日
〜
平
成
18
年

８
月
31
日

●
物
品
購
入
等

印
刷
・
事
務
用

品
・
電
化
製
品
・
記
念
品
・
被

服
・
自
動
車
な
ど
／
平
成
16
年
４

月
１
日
〜
平
成
17
年
３
月
31
日

■
申
請
書
の
様
式
な
ど

●
建
設
工
事

指
名
競
争
入
札
参

加
資
格
申
請
書
【
建
設
工
事
】

(

市
指
定
様
式)

、
経
営
事
項
審
査

結
果
通
知
書
と
①
工
事
経
歴
書
、

②
営
業
所
一
覧
、
③
技
術
者
経
歴

書
、
④
建
設
業
許
可
証
明
書
、
⑤

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
加
入
証

書
ま
た
は
中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
加
入
証
書
、
⑥
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０

０
０
シ
リ
ー
ズ
・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
の
登
録
証(

取
得
し
て
い
る

場
合)

、
⑦
法
人
組
織
の
場
合
は

登
記
簿
謄
本
、
⑧
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
証
明
書
（
未
納
の
税

額
の
な
い
証
明
）、
⑨
日
向
市
税

の
完
納
証
明
書
（
法
人
等
の
場
合

は
法
人
と
代
表
者
個
人
の
両
方
）、

⑩
年
間
委
任
状

※
①
〜
⑩
は
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴
じ

し
て
く
だ
さ
い
。
色
指
定
な
し
。

※
④
〜
⑧
は
写
し
で
可

●
業
務
委
託

指
名
競
争
入
札
参

加
資
格
申
請
書
【
業
務
委
託
】
、

有
資
格
者
一
覧
表
（
そ
れ
ぞ
れ
市

指
定
様
式
）
と
、
①
測
量
等
実
績

調
書
、
②
経
営
規
模
等
総
括
表
、

③
技
術
者
経
歴
書
、
④
営
業
所
一

覧
表
、
⑤
各
業
種
の
許
可
証
、
⑥

法
人
組
織
の
場
合
は
登
記
簿
謄

本
、
⑦
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー

ズ
・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
登
録

証(

取
得
し
て
い
る
場
合)

、
⑧
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
納
税
証

明
書
（
未
納
の
税
額
の
な
い
証

明
）、
⑨
日
向
市
税
の
完
納
証
明

書
（
法
人
の
場
合
は
、
法
人
と
代

表
者
個
人
の
両
方
）、
⑩
年
間
委

任
状※

①
〜
⑩
は
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴

じ
し
て
く
だ
さ
い
。
色
指
定
な
し
。

※
⑤
〜
⑩
は
写
し
で
可

●
物
品
購
入
等

日
向
市
が
指
定

す
る
様
式
の
申
請
書
と
①
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
の
納
税
証
明
書

（
未
納
の
税
額
の
な
い
証
明
）、
②

法
人
組
織
の
場
合
は
登
記
簿
謄

本
、
③
年
間
委
任
状
、
④
日
向
市

税
の
完
納
証
明
書
（
法
人
の
場
合

は
、
法
人
と
代
表
者
個
人
の
両
方
）

※
①
と
②
は
写
し
で
可
　

◆
業
種
を
問
わ
ず
日
向
市
内
に
本

社
を
有
し
「
障
害
者
の
雇
用
の
促

進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
規
定
す

る
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
る

場
合
は
直
近
の
障
害
者
雇
用
状
況

報
告
書
の
写
し
と
対
象
者
の
手
帳

の
写
し
、
ま
た
、
同
法
に
よ
る
雇

用
状
況
報
告
義
務
の
な
い
事
業
主

で
障
害
者
雇
用
率
制
度
の
対
象
と

な
る
労
働
者
を
常
時
雇
用
し
て
い

る
場
合
は
対
象
者
の
手
帳
の
写
し

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
手
帳
の

写
し
を
提
出
の
際
は
必
ず
本
人
の

同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
）。

今
回
よ
り
市
指
定
の
様
式
が
追

加
と
な
り
ま
し
た
。
様
式
に
つ
い

て
は
、
契
約
管
理
課
で
交
付
す
る

ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
は
、
２
月
２
日
か
ら
２
月

27
日
ま
で
（
土
・
日
曜
日
及
び
祝

日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
か
ら
11

時
ま
で
と
、
午
後
１
時
30
分
か
ら

４
時
ま
で
で
す
。

※
消
費
税
の
納
税
証
明
書
は
、
延

岡
税
務
署
で
お
取
り
下
さ
い
（
申

告
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
必
要
で

す
）。詳

し
く
は
、
日
向
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
に
な
る
か
契
約

管
理
課
（
1
54
―
５
７
６
１
）
へ
。

入
札
参
加
「
指
名
願
」
を
受
け
付
け
ま
す
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平
成
16
年
度
の
市
県
民
税
の
申
告
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。

市
県
民
税
の
申
告
は
、
２
月
16
日
か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。
必
ず
期
限
内

に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

っ
た
人

◆
給
与
所
得
の
人
で
も
、
医
療

費
控
除
や
雑
損
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

申
告
を
し
な
い
と
？

児
童
手
当
、
保
険
給
付
、
保

育
所
入
所
、
公
営
住
宅
の
入
居
、

介
護
保
険
、
奨
学
金
貸
付
な
ど

に
必
要
な
証
明
書
の
発
行
が
で

き
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制

約
が
生
じ
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
は
所
得
の
有
無
に
関
係
な

く
申
告
が
必
要
で
す
。

移
動
申
告
相
談
を
ご
利
用
く
だ

さ
い市

は
、
移
動
申
告
相
談
を
別

表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当

す
る
日
時
に
相
談
を
受
け
、
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
期
間
中
は
、
職

員
が
す
べ
て
移
動
相
談
会
場
に

出
向
く
た
め
、
市
役
所
で
の
申

告
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

市
役
所
で
は
、
収
入
の
な
い

人
又
は
非
課
税
所
得
の
み
の
人

で
申
告
の
必
要
な
人
（
例
え
ば

国
保
加
入
者
や
証
明
の
必
要
な

人
）
に
限
り
申
告
書
を
お
預
か

り
し
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
郵

送
又
は
申
告
期
限
後
の
提
出
で

も
結
構
で
す
。

申
告
時
に
必
要
な
も
の

申
告
時
に
必
要
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
所
得
の
決
定
、
経
費
の
算
定

に
必
要
な
資
料
（
源
泉
徴
収

票
・
帳
簿
・
経
費
の
領
収
書
・

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
な

ど
）
②
社
会
保
険
料
、
生
命
保

険
料
、
損
害
保
険
料
の
証
明
書

や
医
療
費
、
国
民
年
金
の
領
収

書
（
※
国
民
年
金
は
領
収
書
か

引
き
落
し
口
座
の
通
帳
）
③
配

偶
者
に
所
得
が
あ
る
場
合
、
そ

の
所
得
金
額
が
分
か
る
も
の
④

印
鑑
（
朱
肉
を
要
す
る
も
の
）

⑤
障
害
者
控
除
の
適
用
が
受
け

ら
れ
る
人
は
障
害
者
手
帳
な
ど

証
明
と
な
る
も
の
（
※
寝
た
き

り
の
人
や
65
歳
以
上
の
人
で
障

害
者
手
帳
の
交
付
は
受
け
て
い

な
い
が
障
害
者
と
同
程
度
の
障

害
が
あ
る
場
合
は
、
福
祉
事
務

所
長
の
証
明
（
た
だ
し
、
平
成

15
年
12
月
31
日
ま
で
に
認
定
を

受
け
た
も
の
が
必
要
で
す
）。

で
す
。

平
成
15
年
分
の
確
定
申
告
書

を
税
務
署
へ
提
出
す
る
人
や
勤

務
先
な
ど
か
ら
年
末
調
整
済
み

の
給
与
支
払
報
告
書
が
市
に
提

出
さ
れ
た
人
は
、
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人

は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ

申
告
が
必
要
な
人

平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
、

住
民
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

前
年
中
（
平
成
15
年
１
月
〜
12

月
）
に
事
業
所
得
（
営
業
・
農

業
な
ど
）、
給
与
所
得
（
賃
金
な

ど
）、
雑
所
得
（
公
的
年
金
な
ど
）、

資
産
所
得
（
利
子
・
配
当
・
不

動
産
な
ど
）
な
ど
が
あ
っ
た
人

市
県
民
税
の
申
告
は
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

税
の
申
告
は
お
早
め
に

9

月

平成16年度市県民税
申告相談所開設日程表

遠見・幸脇・飯谷・石並・新町・立　
縫・別府・余瀬・田の原 美々津公民館

月2／16

対　　象　　地　　区 受付会場曜月日

宮の下・高松・落鹿・駅通り火2／17

笹野東・笹野中・笹野西・金ケ浜・　
鵜毛・美砂

水2／18

籾木・曙・本宮・秋留・向洋台木2／19

浜町・伊勢ケ浜・中堀町・堀一方・
深溝

金2／20

江良町・公園通り・櫛の山団地・長
江団地

月2／23

宮の上・高々谷・八幡・庄手向・地
蔵・吉野川・清正・八坂・伊勢・幡
浦・塩田・塩田団地・古田

火2／24

曽根町・平野町・平野・永江町・永
江

水2／25

原町・鶴町・新生町・高砂町・山手
町

木2／26

往還・往還町・沖町・亀崎・亀崎東
・亀崎西・亀崎南

金2／27

切島山１・切島山２・川路団地月3／1

中村・新財市・千束口・塩見ケ丘・
本谷・西川内

3／2

奥野・永田・権現原水

木

3／3

松原・比良・比良町・山下・山下町

火

3／4

北町・都町・上町・本町・中町・南
町・広見・高見橋通り・中原・向江
町

金3／5

日向台・花ケ丘・迎洋園・春原・春
原町・大王谷・大王町

3／8

東草場・西草場・庄手・梶木・梶木
町・不動寺

火3／9

水3／10

木3／11

金3／12

月3／15

上記期日までに申告できなかった人

（毎年、大変混雑しますので、ぜひ該

当する日時に申告してください）

日知屋公民館
（指定日に申告

できない人）

中央公民館
（指定日に申告

できない人）

※時間は、いずれも午前９時30分から午後３時30分
までです（受付時間は午前８時から午後２時30分）。
詳しくは、市税務課（〒883─8555日向市本町10─
５1内線2115・2116）へ。

●延岡税務署からのお知らせ
税務署から確定申告書の届いている人、贈与税及

び消費税申告のある人、死亡した人の申告がある人
は、２月１6日から３月15日までに税務署に提出して
ください（延岡税務署　〒882─8666 延岡市大貫
町1丁目2915番地10982─32─3301）。

南日向公民館

日向市花壇コンクール
実施要項

日向市花のあふれるまちづくり推進協議会

では、花いっぱい運動を通じ市民自らが美し

い郷土づくりをすることを浸透させるため、

第10回「日向市花壇コンクール」を実施しま

す。

●募集部門 ①一般家庭部門②事業所及び団

体部門③自治公民館部門④学校部門

●申込方法 本人申込または第三者による推

薦

●申請書類 所定の応募用紙に植栽状況写真

を添付してください。

●再応募 ①毎年応募することができる②花

壇コンクールにおいて前年の受賞者は再応募

の内容が受賞の時より上位に格付けされる場

合に限り選賞の対象とする③最優秀受賞者は

受賞後４年間は賞の対象とならない。

●応募締切 ４月16日（金）

●申込・問い合わせ 都市計画課公園係（1

内線２６１２)まで応募用紙を持参するか郵送

してください（支所管内は各支所経由でも可）。

あなたの力で日向を
盛り上げてみませんか

「第21回日向ひょっとこ夏祭り」では、運営

をお手伝いいただける実行委員を募集してい

ます。

この祭りは市民が中心となって企画運営を

している、まさに手づくりのお祭りです。毎

年８月第１週の土曜日に、１千人を超える踊

り手と５万人を超える観客が来場され、今や

県を代表する夏祭りのひとつとなっています。

私たちとともに、お祭りを楽しみ、素晴ら

しい達成感を味わいましょう。

●開催予定日 平成16年８月７日（土）

●問い合わせ 商業観光課内　日向ひょっと

こ夏祭り実行委員会事務局（1内線２６３５）
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投
票
と
開
票

●
投
票

３
月
21
日(

日)

、
午
前

７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
。

●
開
票

投
票
日
当
日
、
午
後
９

時
10
分
か
ら
日
向
市
体
育
セ
ン
タ

ー
で
行
い
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

●
年
齢

昭
和
59
年
３
月
22
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

●
住
所

昨
年
の
12
月
13
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
日
向
市
に
住
ん
で

お
り
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人

市
内
転
居

●
市
内
で
転
居
し
た
人

本
年
３

月
９
日
ま
で
に
市
内
で
転
居
し
、

住
民
票
を
異
動
し
た
人
は
新
し
い

住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま

す
が
、
３
月
10
日
以
降
に
転
居
し
、

住
民
票
を
異
動
し
た
人
は
前
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

「
期
日
前
投
票
制
度
」
の

あ
ら
ま
し

●
期
日
前
投
票
制
度
と
は

選
挙

は
、
選
挙
期
日
（
投
票
日
）
に
投

票
所
に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
期
日
前

投
票
制
度
は
、
選
挙
期
日
前
で
あ

っ
て
も
、
選
挙
期
日
と
同
じ
よ
う

に
投
票
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

従
来
の
不
在
者
投
票
と
異
な
り
、

投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
不
在
者
投
票
と
異
な
り
、

投
票
を
済
ま
せ
た
後
に
、
市
外
へ

転
出
し
た
り
、
又
は
死
亡
し
た
り

す
る
な
ど
の
事
態
が
生
じ
て
も
、

そ
の
投
票
は
「
有
効
」
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
投
票

従
来
の
不

在
者
投
票
の
う
ち
、
名
簿
登
録
地

の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
行
う
投
票
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

●
投
票
対
象
者

投
票
日
当
日
、

仕
事
や
旅
行
、
病
気
な
ど
や
む
を

得
な
い
理
由
に
よ
り
投
票
所
に
行

け
な
い
な
ど
、
現
行
の
不
在
者
投

票
の
事
由
に
該
当
す
る
人
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
投
票
の
際
に
は
、

現
行
の
不
在
者
投
票
と
同
様
に
、

請
求
書
兼
宣
誓
書
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

●
投
票
期
間

３
月
15
日
（
選
挙

期
日
の
告
示
の
日
の
翌
日
）
か
ら

３
月
20
日
（
選
挙
期
日
の
前
日
）

ま
で
。
こ
の
点
、
従
来
の
不
在
者

投
票
の
投
票
期
間
（
選
挙
期
日
の

告
示
の
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日

ま
で
の
期
間
）
か
ら
変
更
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
投
票
時
間

午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
８
時
ま
で
（
土
曜
日
、
祝

日
を
含
み
ま
す
）。

●
投
票
場
所

市
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
１
階
会
議
室
（
市
体
育
セ
ン

タ
ー
の
南
側
で
す
）

●
そ
の
他

受
付
で
は
、
投
票
所

入
場
券
に
印
刷
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー

よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て

投
票
し
ま
し
ょ
う

３
月
21
日
は
日
向
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す

ド
を
読
み
取
る
方
式
に
し
て
お
り

ま
す
。
投
票
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
入

場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

以
上
の
ほ
か
、
①
病
院
な
ど
の

施
設
で
行
う
投
票
②
郵
便
投
票
③

名
簿
登
録
地
以
外
で
の
投
票
④
選

挙
期
日
に
は
満
20
歳
に
達
す
る

が
、
投
票
の
時
点
で
は
ま
だ
20
歳

に
達
し
て
い
な
い
人
の
投
票
に
つ

い
て
は
、
従
来
ど
お
り
「
不
在
者

投
票
」
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

投
票
期
間
や
投
票
場
所
等
は
、

期
日
前
投
票
と
同
様
で
す
。

●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身

体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
投
票

所
に
出
向
い
て
投
票
で
き
な
い
人

の
た
め
に
、
郵
便
に
よ
り
不
在
者

投
票
を
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
一
定
の
制
限
が
あ
り
、

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
に

よ
り
、
今
回
の
選
挙
か
ら
郵
便
投

票
の
対
象
者
の
要
件
が
緩
和
さ

れ
、「
郵
便
投
票
の
代
理
投
票
制

度
」
も
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
お
早

め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

日向市長選挙は、３月14日に告示され、３月21日に投票
が行われます。
この選挙は、私たちのまち・日向市の将来を任せる人を選
ぶ大事な選挙です。私たち一人ひとりが、候補者の政見な
どをよく聞き、よく考えて投票しましょう。
なお、公職選挙法の一部改正により、①「期日前投票制度」
の創設 ②郵便投票の要件緩和 ③「郵便投票の代理投票制
度」の創設が実現し、今回の選挙から適用されることとな
りました。
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籾 木 地 区 集 落 セ ン タ ー

中原、高見橋通り、広見、新財市、塩見ヶ丘、
千束口

北町、花ケ丘、迎洋園、北町１～３丁目、日
向台

庄手、不動寺、大王町１～２丁目

亀崎東１～５丁目、亀崎東大王谷コミュニティセンター
大 王 谷 公 民 館

向江町１～２丁目、亀崎南、亀崎１～４丁目、亀
崎西１～２丁目

大王町３～６丁目

と
な
り
ま
す
。

点
字
投
票
・
代
理
投
票

目
や
身
体
が
不
自
由
で
字
が
書

け
な
い
人
又
は
文
字
が
書
け
な
い

人
の
た
め
に
「
点
字
投
票
」
や

「
代
理
投
票
」
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
投
票
所
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
は
、
３
月
11
日

に
各
家
庭
に
発
送
す
る
予
定
で

す
。

選
挙
公
報

市
長
選
挙
で
は
、
選
挙
公
報
を

発
行
し
ま
す
。
公
報
は
３
月
17
日

（
水
）
の
朝
刊
紙
に
折
り
込
み
ま

す
。
候
補
者
の
皆
さ
ん
の
政
見
等

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

一
読
く
だ
さ
い
。

な
お
、
朝
刊
紙
を
購
読
さ
れ
て

い
な
い
家
庭
に
つ
き
ま
し
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
郵
送
に
よ
り
お
届
け
し

亀 崎 中 区 公 民 館

投　票　所 投　票　区　の　区　域

１ 日向市体育センター 都町、上町、本町、中町、南町、東草場、西草場、
春原、春原町１～２丁目

２ 下原町公民館 鶴町１～３丁目、原町１～４丁目、高砂町、新生
町１～２丁目

３ 日知屋公民館 公園通り、櫛の山団地、江良町１～４ 丁目

４ 永 江 公 民 館 永江町１～３丁目、永江

５ 曽 根 公 民 館 曽根町１～４丁目、塩田、塩田団地、古田

６ 堀一方公民館 浜町１～３丁目、伊勢ケ浜、中堀町１～３丁目、平野
町１～２丁目、山手町、堀一方、平野、深溝

７ 細 島 公 民 館 地蔵、吉野川、清正

８ 細 島 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 宮の上、高々谷、八幡、庄手向、八坂、伊勢

９ 幡 浦 公 民 館 幡浦

10

11
12
13 梶 木 公 民 館 梶木、梶木町１～２丁目
14 庄 手 公 民 館

15 北町１区公民館

16 日 向 市 総 合 福 祉 セ ン タ ー

17 本 谷 営 農 研 修 セ ン タ ー 本谷
18 西 川 内 営 農 研 修 セ ン タ ー 西川内
19 中 村 公 民 館 中村、権現原
20 奥 野 集 落 セ ン タ ー 奥野
21 永 田 地 区 集 落 セ ン タ ー
22 山 下 公 民 館 山下、山下町１丁目
23 往還区公民館 長江団地、往還、往還町
24 比良コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 川路団地、比良、比良町１～５丁目
25 松 原 公 民 館 松原、沖町
26 財 光 寺 南 地 区 ま ち づ く り 事 務 所 切島山１
27 切島山２区公民館 切島山２
28 秋 山 公 民 館 秋留（向洋台を含む）
29 曙 地 区 集 落 セ ン タ ー 曙、美砂
30 南 日 向 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 本宮、笹野東・中・西、金ケ浜
31
32 鵜 毛 公 民 館 鵜毛
33 幸 脇 公 民 館 遠見、幸脇
34 飯 谷 地 区 集 落 セ ン タ ー 飯谷
35 余 瀬 営 農 研 修 セ ン タ ー 余瀬
36 美々津公民館 立縫、新町、別府
37 美 々 津 老 人 福 祉 セ ン タ ー 石並、駅通り

38 高 松 公 民 館 落鹿、高松、宮の下
39 田の原営農研修センター 田の原

◎投票所一覧表

永田

籾木

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

公
報
は
市
役
所
ロ
ビ
ー
や
支
所

に
も
備
え
て
お
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
1
内
線
２
２
３
３
）
へ
。

※
投
票
日
当
日
は
、
投
票
所
入
場

券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
名
を
ご

確
認
の
う
え
、
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
の
方
法

投
票
日
当
日
、
投
票
所
で
投
票

す
る
場
合
は
「
記
号
式
投
票
」
で

す
。
あ
ら
か
じ
め
候
補
者
の
氏
名

が
印
刷
さ
れ
た
投
票
用
紙
に
、
投

票
記
載
台
に
あ
る
〇
印
の
ゴ
ム
印

で
、
自
分
が
投
票
し
よ
う
と
す
る

候
補
者
の
欄
に
一
つ
だ
け
〇
印
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
日
前
投
票
及
び
不
在

者
投
票
の
場
合
は
「
記
名
式
投
票
」

従
来
の
不
在
者
投
票

期
日
前
投
票

記載場所に
て投票用紙
への記載

期日前投票所
にて投票用紙
への記載

投票用紙
を内封筒
へ

外封筒へ
入れ選挙
人が署名

不在者投票管
理者へ提出し、
外封筒に立会
人が署名

投票管理者
が受理を決
定したもの
を開封

開票所へ
選挙人本人が投票用紙を直接投票箱へ

手続きが簡素化され投票がスムーズになります

投票管理者
が投票箱へ
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口
コ
ミ
に
よ
る
宣
伝

人
そ
れ
ぞ
れ
に
年
が
改
ま

る
新
年
に
思
い
を
馳
せ
る
も

の
で
す
。
癒い
や

し
の
空
間
で
あ

る
お
舟
出
の
湯
か
ら
燦
然
さ
ん
ぜ
ん

と

輝
く
初
日
の
出
を
遙
拝
よ
う
は
い

で
き

る
こ
と
は
、
こ
れ
ほ
ど
の

贅
沢
ぜ
い
た
く

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
施
設
長
か
ら

相
談
を
受
け
、
元
旦
の
午
前

６
時
に
営
業
を
開
始
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
元
旦

は
晴
天
に
恵
ま
れ
千
客
万
来

で
整
理
券
を
発
行
す
る
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。
お
湯
に
浸

り
雄
大
な
太
平
洋
か
ら
昇
る

来
光
に
、
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
た
そ
う
で
す
。
お
陰
で

３
日
間
の
入
浴
者
数
は
３
千

５
８
５
人
。
ま
た
、
再
開
以

来
１
月
15
日
ま
で
の
54
日
の

入
浴
者
数
は
２
万
１
千
１
１

１
人
と
１
日
平
均
３
９
１

人
。
こ
の
数
字
は
市
民
説
明

会
の
数
字
を
上
回
る
も
の
で

あ
り
、
口
コ
ミ
に
よ
る
宣
伝

の
偉
大
さ
を
実
感
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
温
泉
の
真
の

信
頼
回
復
に
つ
な
が
る
こ
と

を
心
か
ら
願
う
も
の
で
す
。 42

市
全
体
で
協
働
へ
の
取
り
組
み
を

社
会
構
造
の
変
化
、
住
民
ニ
ー

ズ
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
で
社

会
や
経
済
の
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
方
で
、

新
し
い
活
力
を
生
み
出
す
市
民
の

活
動
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

市
は
、
企
画
課
内
に
「
女
性
行

政
・
市
民
活
動
推
進
室
」
を
設
置

し
て
、
従
来
の
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
と
併
せ

て
公
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、

個
性
豊
か
な
活
力
に
満
ち
た
地
域

社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
た
市

民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
活
動
を

積
極
的
に
推
進
し
支
援
し
て
い
く

と
と
も
に
、
市
全
体
で
協
働
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

そ
の
体
制
づ
く
り
と
職
員
の
意

識
改
革
の
た
め
に
、
行
政
職
員
に

と
っ
て
最
低
限
必
要
な
「
協
働
」

の
意
義
な
ど
を
学
ぶ
、「
日
向
市

『
協
働
』
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
職

員
研
修
」
を
１
月
20
日
、
市
役
所

で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
基
礎
講
座
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
市

民
活
動
の
進
展
、
あ
る
い
は
地
方

分
権
一
括
法
の
施
行
、
他
自
治
体

の
取
り
組
み
な
ど
を
背
景
に
、

「
協
働
」
の
基
本
的
な
意
味
、
意

義
を
学
び
ま
し
た
。

講
師
に
、（
社
）
日
本
経
営
協

会
講
師
の
小
室
邦
夫
さ
ん
を
迎

え
、
約
１
０
０
人
が
受
講
し
ま
し

た
。
研
修
で
は
、「
分
権
型
自
治

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
『
公
民
協
働
』

の
実
践
」
を
テ
ー
マ
に
、
協
働
を

全
庁
的
課
題
と
し
て
捉
え
、
各
自

の
担
当
業
務
に
照
ら
し
て
考
え
方

や
方
策
を
深
め
て
い
け
る
よ
う
、

他
自
治
体
の
取
り
組

み
事
例
や
運
用
の
実

際
に
触
れ
な
が
ら
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

協
働
と
は

近
年
、
住
民
自
治

の
観
点
か
ら
、
ま
た
、

地
方
分
権
社
会
に
お

い
て
自
主
的
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い

く
観
点
か
ら
、
市
民

と
行
政
の
役
割
分
担

や
協
力
関
係
を
見
直

し
、
と
も
に
考
え
、

協
力
し
な
が
ら
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
い
う
動

個
性
豊
か
な
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
た
市
民
の
皆

さ
ん
の
自
主
的
な
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
市
全
体
で
協
働
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

公
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ

き
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
動
き
こ
そ
が
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、「
協
働
」

と
は
「
共
通
の
課
題
に
対
し
て
、

市
民
と
行
政
が
と
も
に
考
え
、
協

力
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
」
と

い
え
ま
す
。

「
協
働
」
と
い
う
手
法
を
通
じ

て
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と
し
て

日
向
市
の
「
住
民
自
治
」
を
推
進

し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
ま
た
、
行

政
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
信
託
に
応

え
、
限
り
あ
る
経
営
資
源
で
最
大

の
効
果
を
あ
げ
る
行
政
改
革
を
進

め
る
こ
と
が
、
そ
の
目
的
で
す
。

日向市「協働」によるまちづくり職員研修の様子
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市政 の動き

日
向
市
社
会
教
育
指
導
員

市
で
は
、
生
涯
学
習
に
関
す
る

指
導
、
助
言
や
講
座
の
企
画
、
講

師
な
ど
を
す
る
人
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数

若
干
名

●
雇
用
期
間

平
成
16
年
４

月
１
日
〜
平
成
17
年
３
月
31

日●
勤
務
日
数
等

原
則
と
し

て
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
内
の

４
日
間
（
土
、
日
に
勤
務
の

場
合
あ
り
）

勤
務
時
間
は
、
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
。

●
報
酬

月
額
１
１
６，

０

０
０
円
（
平
成
15
年
度
実
績
）

●
提
出
書
類

履
歴
書
、
日

向
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
へ
必
ず
本
人
が
持
参
す
る

こ
と
。

●
募
集
期
間

平
成
16
年
２

月
２
日
（
月
）
〜
２
月
20
日

（
金
）、
必
着
。

●
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育

課
社
会
教
育
係(

1
内
線
２

４
２
４)

■
　
　
　
■

日
向
市
歴
史
民
俗
資
料
館

案
内
員

市
で
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の

案
内
業
務
を
受
託
す
る
人
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容

日
向
市
業
務
委
託

契
約
に
基
づ
き
、
見
学
者
へ
の
案

内
、
説
明
等
の
業
務
を
行
う
。

●
委
託
期
間

平
成
16
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
17
年
３
月

31
日
ま
で
。

●
業
務
時
間

午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

●
業
務
を
要
さ
な
い
日

月

曜
日
（
た
だ
し
、
月
曜
が
祝

日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）、

年
末
年
始
。

●
委
託
料

月
額
　
１
４

８，

０
０
０
円
（
平
成
15
年

度
実
績
）

●
募
集
人
員

①
日
向
市
歴

史
民
俗
資
料
館
、
１
名
②
日

向
市
細
島
み
な
と
資
料
館
、

１
名
。

●
募
集
期
間

平
成
16
年
２

月
２
日
（
月
）
か
ら
２
月
20

日
（
金
）、
必
着
。

●
提
出
書
類

履
歴
書

●
提
出
先

日
向
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課

●
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育

課
文
化
係
（
1
内
線
２
４
２
５
、

２
４
２
６)

「
日
向
市
ま
ち
づ
く
り
１
０
０

人
委
員
会
」
行
財
政
分
科
会
（
安

田
宗
信
部
会
長
）
は
１
月
16
日
、

「
市
民
と
行
政
と
の
情
報
共
有
に

関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
提
言

書
」
を
山
本
市
長
に
提
出
し
ま
し

た
。具

体
的
に
は
、
①
市
が
抱
え
て

い
る
課
題
を
わ
か
り
や
す
く
市
民

に
知
っ
て
も
ら
う
「
ま
ち
づ
く
り

市
民
講
座
」
②
気
軽
に
意
見
を
出

し
て
も
ら
う
た
め
の
「
ま
ち
づ
く

り
広
聴
箱
」
を
多
く
の
人
が
集
ま

る
場
所
へ
設
置
す
る
③
市
長
と
市

民
が
気
軽
に
話
を
す
る
「
ま
ち
づ

く
り
ト
ー
ク
」
④
市
長
室
を
開
放

し
開
か
れ
た
市
政
に
す
る
「
市
長

室
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
の
４
施
策
。

山
本
市
長
は
「
市
長
が
近
寄
り

が
た
い
存
在
で
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
可
能
な
限
り
実
現
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

行
財
政
分
科
会
で
は
、
昨
年
２

月
か
ら
毎
月
１
回
、
延
べ
23
回
に

わ
た
り
分
科
会
を
開
き
、
市
の
財

政
、
合
併
問
題
、
情
報
公
開
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学

び
、
議
論
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
の
共
通
す
る
一
つ
の
課

題
と
し
て
「
地
方
分
権
時
代
を
迎

え
た
今
日
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

住
民
自
治
を
目
指
し
た
取
り
組
み

で
あ
り
、
そ
の
基
本
は
『
情
報
共

有
と
住
民
参
加
』
で
は
な
い
か
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
市
と
行
政

の
情
報
共
有
に
つ
い
て
提
言
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

安
田
部
会
長
は
「
月
に
一
度
の

会
議
は
大
変
で
し
た
が
、
参
加
者

の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
は

強
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
」
と
語

り
ま
し
た
。

提
言
書
で
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本

は
、
そ
の
主
体
で
あ

る
市
民
が
自
ら
考

え
、
行
動
す
る
こ
と

に
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
、
ま
ち
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

や
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
考
え
方
な
ど

が
、
市
民
に
十
分
に

説
明
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
の
多

く
の
情
報
を
市
民
が

理
解
で
き
な
け
れ
ば
積
極
的
に
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、「
市
が
現
在
ど
ん

な
状
況
に
あ
る
の
か
？
ど
の
方
向

に
進
も
う
と
し
て
い
る
の
か
？
」

と
い
う
こ
と
を
市
民
一
人
ひ
と
り

が
理
解
で
き
る
形
で
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
、
と
し

て
い
ま
す
。

市
と
１
０
０
人
委
員
会
は
、
昨

年
２
月
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

日向市社会教育指導員および
日向市歴史民俗資料館案内員　　　募集します

情
報
共
有
に
関
す
る
施
策
を
提
言

提言書を手渡す日向市まちづくり100人委員会行財政分科会



国
際
交
流
講
演
会
は
、
藤
ジ
ニ
ー

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
１
月
21

日
、
日
向
市
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
ジ
ニ
ー
さ
ん
は
ア
メ

リ
カ
生
ま
れ
。
国
際
交
流
員
と
し

て
山
形
県
に
赴
任
し
、
銀
山
温
泉

「
藤
屋
」
の
７
代
目
と
出
会
い
結

婚
。
自
ら
の
日
本
人
観
、
子
育
て

の
違
い
や
女
将

お
か
み

の
苦
労
な
ど
を
語

り
ま
し
た
。
会
場
は
満
席
。
立
ち

見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。

■国際交流講演会を開く

宮
崎
県
森
連
日
向
木
産
物
流
セ
ン

タ
ー
で
は
１
月
13
日
、
新
春
初
市

が
あ
り
ま
し
た
。
中
武
英
雄
県
森

連
会
長
が
「
国
、
県
、
市
に
は
県

産
材
利
用
促
進
に
力
を
尽
く
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
今
年
こ
そ
林

業
に
希
望
が
持
て
る
年
に
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
入

札
で
は
売
り
手
の
威
勢
の
い
い
呼

び
か
け
に
応
え
、
買
い
手
が
次
々

に
木
材
を
落
札
し
て
い
ま
し
た
。

■新春初市－林業に希望を

日
向
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
は

新
春
交
通
安
全
の
集
い
を
１
月
６

日
、
市
役
所
前
で
開
き
ま
し
た
。

市
民
な
ど
約
70
人
が
参
加
。
日
向

ひ
ま
わ
り
レ
デ
ィ
の
吉
本
亜
弓
さ

ん
が
「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
事

故
に
ま
き
こ
ま
れ
な
い
意
識
を
持

ち
、
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ
る
宮

崎
新
時
代
の
実
現
を
」
と
交
通
安

全
宣
言
。
宣
伝
隊
が
白
バ
イ
隊
員

を
先
頭
に
街
頭
啓
発
し
ま
し
た
。

■新春交通安全の集い

高
木
勘
助
さ
ん
（
日
知
屋
）
が
プ

ラ
ン
タ
ー
の
花
を
彩
る
木
製
枠
16

個
を
市
に
贈
り
12
月
19
日
、
そ
の

贈
呈
式
が
市
長
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
高
木
さ
ん
は
花
づ
く
り
の
愛

好
家
。
市
が
市
民
参
加
の
も
と
に

進
め
て
い
る
「
花
の
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
少
し
で
も
役
に
立

て
る
な
ら
と
木
製
ベ
ン
チ
１
式
と

共
に
市
に
贈
っ
た
も
の
で
す
。
山

本
市
長
は
、
大
変
感
謝
し
ま
し
た
。

■プランター木製枠を寄贈

取材ノート
消防出初め式での日向市消防団等

への表彰内容をお伝えします。
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■
宮
崎
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続(

所
属
・
部
名
・
階
級
・

氏
名
）

消
防
本
部
　
司
令
補
　
姫

野
　
紘
一
　
消
防
本
部
　
士
長
　
添

田
　
正
治
　
第
６
分
団
　
分
団
長

松
本
　
秀
博
　
第
３
分
団
　
第
８
部

班
長
　
三
輪
　
豊
　
第
２
分
団
　
第

12
部
　
団
員
　
藤
永
　
浩
二
　
　
第

４
分
団
　
第
36
部
　
団
員
　
前
田

道
雄
　
第
５
分
団
　
第
33
部
　
団
員

黒
木
　
誠
　
宮
崎
県
消
防
協
会
長

表
彰

兄
弟
団
員

第
32
部
　
団
員

北
崎
　
保
之
　
兄
　
第
32
部
　
班
長

北
崎
　
啓
祐
　
弟
　
女
性
部
　
団
員

松
葉
　
千
文
　
姉
　
第
33
部
　
部
長

松
葉
　
信
彦
　
弟
　
内
助
の
功

第

５
分
団
　
分
団
長
　
世
良
　
忠
士

世
良
　
桂
子
　
第
８
分
団
　
分
団
長

黒
木
　
幸
男
　
黒
木
　
加
代
子
　
功

績
章

第
１
分
団
　
第
３
部
　
部
長

鈴
木
　
敏
克
　
第
４
分
団
　
第
４
部

技
術
員
　
平
田
　
淳
二
　
第
５
分
団

第
33
部
　
部
長
　
松
葉
　
信
彦
　
第

８
分
団
　
第
29
部
　
班
長
　
黒
木

美
徳
　
精
績
章
　
第
１
分
団
　
第
11

部
　
部
長
　
坂
口
　
弘
　
第
１
分
団

第
31
部
　
班
長
　
駒
田
　
一
豊
　
第

２
分
団
　
第
７
部
　
技
術
員
　
鎌
田

伊
都
雄
　
第
２
分
団
　
第
13
部
　
技

術
員
　
柏
田
　
孝
二
　
第
２
分
団

第
14
部
　
団
員
　
江
藤
　
保
利
　
第

２
分
団
　
第
32
部
　
技
術
員
　
黒
木

義
文
　
第
４
分
団
　
第
15
部
　
団
員

黒
木
　
政
志
　
第
７
分
団
　
第
22
部

団
員
　
安
藤
　
三
邦
　
第
７
分
団

第
25
部
　
団
員
　
黒
木
　
一
夫
　
宮

崎
県
消
防
協
会
日
向
支
部
長
表
彰

部
の
定
例
表
彰

第
２
分
団
第
５
部

優
良
団
員

第
１
分
団
　
第
１
部

班
長
　
金
子
　
仁
志
　
第
１
分
団

第
３
部
　
技
術
員
　
佐
藤
　
博
文

第
１
分
団
　
第
11
部
　
団
員
　
中
村

勝
也
　
第
２
分
団
　
第
６
部
　
副
部

長
　
柏
田
　
博
文
　
第
２
分
団
　
第

12
部
　
部
長
　
黒
木
　
寛
　
第
２
分

団
　
第
13
部
　
部
長
　
黒
木
　
浩

第
２
分
団
　
第
14
部
　
副
部
長
　
日

高
　
誠
　
第
３
分
団
　
第
９
部
　
副

部
長
　
河
野
　
豊
　
第
３
分
団
　
第

10
部
　
部
長
　
児
玉
　
政
志
　
第
３

分
団
　
第
10
部
　
技
術
員
　
日
高

兼
文
　
第
４
分
団
　
第
36
部
　
団
員

赤
木
　
敏
　
第
４
分
団
　
第
37
部

副
部
長
　
稲
村
　
英
之
　
第
５
分
団

第
16
部
　
技
術
員
　
三
樹
　
義
久

第
５
分
団
　
第
17
部
　
副
部
長
　
小

川
　
一
三
　
第
６
分
団
　
第
19
部

班
長
　
浦
　
宏
二
　
第
６
分
団
　
第

20
部
　
部
長
　
黒
木
　
達
也
　
第
７

分
団
　
第
25
部
　
団
員
　
橋
口
　
豊

第
７
分
団
　
第
25
部
　
団
員
　
長
埜

一
晃
　

■
日
向
市
長
表
彰

部
の
定
例
表
彰
　
女
性
消
防
部
　
部

の
特
別
表
彰

第
１
分
団
　
第
３
部

夏
季
操
法
大
会
小
型
・
積
載
の
部
優

勝
　
優
良
団
員
（
所
属
・
部
名
・

階
級
・
氏
名
）

第
１
分
団
　
第
11

部
　
班
長
　
福
谷
　
宗
典
　
第
１
分

団
　
第
31
部
　
副
部
長
　
田
古
　
誠

司
　
第
２
分
団
　
第
５
部
　
班
長

海
汐
賢
一
郎
　
第
２
分
団
　
第
５
部

班
長
　
河
野
　
寛
之
　
第
２
分
団

第
６
部
　
班
長
　
河
野
　
哲
司
　
第

２
分
団
　
第
12
部
　
班
長
　
藤
永

健
二
　
第
２
分
団
　
第
13
部
　
班
長

村
田
　
裕
一
　
第
３
分
団
　
第
９
部
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幼年消防クラブが誓いを

班
長
　
田
辺
　
朋
博
　
第
４
分
団

第
34
部
　
技
術
員
　
長
友
　
正
博

第
４
分
団
　
第
35
部
　
副
部
長
　
甲

斐
　
定
治
　
第
４
分
団
　
第
36
部

班
長
　
伊
達
　
未
恭
　
第
４
分
団

第
37
部
　
団
員
　
寺
田
　
政
道
　
第

５
分
団
　
第
16
部
　
団
員
　
黒
木

正
博
　
第
５
分
団
　
第
18
部
　
副
部

長
　
黒
木
　
輝
美
　
第
５
分
団
　
第

18
部
　
班
長
　
甲
斐
　
達
郎
　
第
５

分
団
　
第
33
部
　
団
員
　
松
葉
　
武

司
　
第
６
分
団
　
第
19
部
　
副
部
長

黒
木
　
泰
幸
　
　
第
６
分
団
　
第
20

部
　
副
部
長
　
田
村
　
和
也
　
第
６

分
団
　
第
20
部
　
班
長
　
甲
斐
　
利

文
　
第
７
分
団
　
第
22
部
　
団
員

金
丸
　
和
史
　
第
７
分
団
　
第
27
部

班
長
　
猪
ヶ
倉
　
進
　
第
８
分
団

第
29
部
　
副
部
長
　
黒
木
　
克
彦

第
８
分
団
　
第
29
部
　
班
長

橋
口
　
二
郎
　
第
８
分
団

第
29
部
　
班
長
　
野
別
　
浩

三
　
一
般
協
力
者
（
地
区

名
・
氏
名
）

高
砂
　
山
本

昌
紀
　
梶
木
　
江
藤
　
道
典

梶
木
　
柏
田
　
義
兼
　
大
王

谷
　
有
田
　
一
郎
　

■
日
向
市
消
防
団
長
表
彰

部
の
定
例
表
彰

第
７
分

団
　
第
22
部
　
部
の
特
別
表

彰

第
２
分
団
第
６
部
　
夏

季
操
法
大
会
ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝
　
優
良
団
員
（
所

属
・
部
名
・
階
級
・
氏

名
）
第
１
分
団
　
第
１
部

班
長
　
戸
高
　
哲
也
　
第
１

分
団
　
第
11
部
　
団
員
　
堀

田
　
祐
司
　
第
１
分
団
　
第
11
部

団
員
　
緒
方
　
大
　
第
１
分
団
　
第

31
部
　
班
長
　
溝
口
　
亮
仁
　
第
２

分
団
　
第
５
部
　
団
員
　
池
田
　
輝

雄
　
第
２
分
団
　
第
５
部
　
団
員

長
友
　
俊
綱
　
第
２
分
団
　
第
５
部

団
員
　
松
岡
　
豊
幸
　
第
２
分
団

第
６
部
　
団
員
　
柏
田
　
裕
二
　
第

２
分
団
　
第
12
部
　
班
長
　
月
原

竜
弥
　
第
２
分
団
　
第
13
部
　
団
員

黒
木
　
武
利
　
第
２
分
団
　
第
13
部

団
員
　
中
川
　
英
史
　
第
２
分
団

第
14
部
　
団
員
　
日
高
　
博
之
　
第

２
分
団
　
第
14
部
　
団
員
　
甲
斐

慎
一
　
第
３
分
団
　
第
８
部
　
副
部

長
　
片
田
　
正
人
　
第
４
分
団
　
第

４
部
　
団
員
　
岩
佐
　
大
輔
　
第
４

分
団
　
第
15
部
　
技
術
員
　
木
田

健
一
　
第
４
分
団
　
第
37
部
　
班
長

田
中
　
秀
伸
　
第
４
分
団
　
第
37
部

団
員
　
長
友
　
絵
美
　
第
５
分
団

第
16
部
　
班
長
　
児
玉
　
和
高
　
第

５
分
団
　
第
16
部
　
団
員
　
児
玉

修
市
　
第
５
分
団
　
第
16
部
　
団
員

黒
木
　
誠
　
第
５
分
団
　
第
17
部

団
員
　
山
崎
　
博
之
　
第
５
分
団

第
18
部
　
技
術
員
　
川
野
　
健
　
第

５
分
団
　
第
33
部
　
団
員
　
松
葉

真
治
　
第
５
分
団
　
第
33
部
　
団
員

黒
木
　
俊
彦
　
第
６
分
団
　
第
20
部

班
長
　
松
田
　
耕
三
　
第
６
分
団

第
20
部
　
班
長
　
村
上
利
喜
和
　
第

６
分
団
　
第
20
部
　
団
員
　
村
上

安
朗
　
第
７
分
団
　
第
22
部
　
技
術

員
　
八
尋
　
光
樹
　
第
７
分
団
　
第

27
部
　
団
員
　
児
玉
　
武
宏
　
第
８

分
団
　
第
29
部
　
団
員
　
黒
木
　
俊

一
　
第
８
分
団
　
第
29
部
　
団
員

黒
木
　
陽
一
　
第
８
分
団
　
第
29
部

団
員
　
黒
木
　
盛
光
　
第
８
分
団

第
30
部
　
技
術
員
　
米
満
　
広
信

(

敬
称
略
）

消防出初め式で表彰を

１月５日にお倉ヶ浜総合公園で開かれた消防出初め式で、幼年消防クラブ
の幼児たちが「火遊びはしません」と元気に誓いました。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
向
市
消
防
団
女
性
消
防
部
で
す

「
女
性
消
防
部
に
入
団
し
た
の
は
市
の
広
報
紙

で
募
集
記
事
を
目
に
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」

と
皆
さ
ん
。
日
向
市
消
防
団
女
性
消
防
部
は
、

職
業
も
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
た
ち
で
組
織
す
る
。

主
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
防
火
訪
問
、

火
災
予
防
等
の
広
報
活
動
が
任
務
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
操
法
大
会
や
出
初
め
式
へ
の
参
加

も
大
切
な
活
動
と
さ
れ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
を
合
い
言
葉
に
平
成

９
年
４
月
１
日
に
結
成
さ
れ
た
。
現
在
の
部
員

は
15
人
。
定
員
の
25
人
に
は
ま
だ
余
裕
が
あ
る
。

部
員
は
随
時
募
集
し
て
い
る
。
現
在
、
部
長
を

務
め
て
い
る
の
は
鈴
木
千
賀
子
さ
ん
。

男
女
共
同
参
画
が
進
み
家
庭
で
の
役
割
分
担

も
見
直
さ
れ
て
き
て
は
い
る
が
、
現
実
的
に
は
、

ま
だ
ま
だ
家
庭
で
火
を
扱
う
の
は
女
性
で
あ
る

こ
と
が
多
い
。
女
性
た
ち
で
組
織
す
る
女
性
消

防
部
に
は
、
か
な
り
存
在
意
義
が
あ
る
。

●
業
務
内
容

消
防
団
本
部
付
と
し
て
消
防
出

初
め
式
や
操
法
大
会
な
ど
の
消
防
団
行
事
の
参

加
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
防
火
訪
問
や

火
災
予
防
等
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
応
募
方
法

消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
入
団

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
制
服
・
制
帽
等
の
貸
与
あ
り
。

●応募・問い合わせ　
消防本部総務課消防団係へ。
〒883―0066亀崎２丁目23
番地（153―５９４６）
●応募資格　
①18歳以上の健康な女性②市
内に居住または勤務している
こと③３年以上勤続可能な人
●受付期間　
随時受け付けます。

月刊クレイグ
International Exchange
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「情報伝言板」は、みなさんの自
主的な活動を応援するコーナーです。
サークル活動などの会員募集やイベ
ントなどの情報をお寄せください。
営利や政治・宗教活動を目的とした
ものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに市総務課

（1内線２２３４）へ。ただし、紙面
のスペースの関係上、掲載できない
場合があります。

■２００４福祉機器展
日向市介護支援専門員連絡会で

は福祉機器の展示会を２月21日
（土）に日向市総合福祉センターで
開きます。市内で、初めての開催。
多種にわたる介護機器を一堂に会
しての展示です。日常生活を豊か
なものへと導く福祉機器を体験し
てみてください。当日は、各メー
カー、福祉機器業者が専門的なご
質問にお答えします。なお、当日
の販売はございません。
●日時 ２月21日（土）、午前10
時～午後３時まで。
●会場 日向市総合福祉センター
（富高207－３)
●問い合わせ ＪA日向、上田
（155－２５２６）まで。
■労災職業病（振動病・じん肺）
掘り起こし健康診断
県交労宮崎農林支部および宮崎

生協病院では、次の健康診断を実
施します。
●健康診断内容 労災職業病（振
動病・じん肺）の健康診断
●対象者 振動病／職業上、振動
工具を使い手足のしびれ、こわば
り、痛みなどの症状がある人。じ
ん肺／炭坑やトンネルなど粉じん
作業に従事してきた人。
●申込・問い合わせ 県交労宮崎
農林支部（高岡町浦之名４６４
５－２1０９８５－８２－３９０
５黒木、東、野沢）まで。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職

場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い

ま
し
た
ら
、
市
総
務
課
（
1
内
線
２
２
３
４
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
係
が
写
真
を
撮
り

に
う
か
が
い
ま
す
。

社会に貢献できる大人になりたい
宮崎公立大学の学生です。ボランティア

をしていますが、社会にいろいろと貢献で
きるような人間になりたいですね。コンピ
ューターのプログラムを勉強しています。
人の役に立つような、教育を支援できるソ
フトをつくるのが夢です。（成人式会場で）

満吉　博幸さん（20歳：西草場）

久
し
振
り
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
帰
る
こ
と
に
な
り
、

楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
の

一
つ
が
音
楽
。
そ
の
時
、
二

回
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
っ
て
、

す
ご
く
楽
し
み
ま
し
た
。
人

口
が
少
な
い
の
で
、
結
構
有

名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
も
小

さ
い
会
場
で
見
る
機
会
が
、

か
な
り
多
く
、
私
が
こ
の
間

見
た
ラ
イ
ブ
は
、
広
い
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
で
立
っ
て
飲
み
な

が
ら
バ
ン
ド
を
聞
く
と
い
う

よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。

日
本
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
音
楽
と
い
え
ば
、
オ
リ
ビ

ア
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
ジ
ョ
ン

や
Ａ
Ｃ
／
Ｄ
Ｃ
が
一
般
的
。

最
近
日
本
で
も
盛
ん
な
の
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
イ
ン
デ

ィ
ー
ズ
音
楽
で
す
。
ほ
と
ん

ど
の
日
本
の
Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ

に
入
る
と
、
リ
ヴ
ィ
ン
グ
・

エ
ン
ド
、
ジ
ェ
ッ
ト
、
ザ
・

ヴ
ァ
イ
ン
ズ
等
の
人
気
あ
る

バ
ン
ド
の
Ｃ
Ｄ
が
手
に
入
り

ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

な
ぜ
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
・
バ
ン

ド
が
多
い
か
と
い
う
と
、
ト

リ
プ
ル
Ｊ
と
い
う
、
国
が
資

金
援
助
し
て
い
る
青
年
向
け

の
ラ
ジ
オ
番
組
が
あ
り
、
そ

れ
が
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
や
ま
だ

知
ら
れ
て
い
な
い
バ
ン
ド
の

音
楽
を
積
極
的
に
取
り
上
げ

て
い
る
か
ら
で
す
。
ト
リ
プ

ル
Ｊ
が
、
コ
ー
ネ
リ
ア
ス
や

ズ
ボ
ン
ズ
と
い
う
日
本
出
身

の
バ
ン
ド
の
音
楽
を
か
け
る

と
き
も
あ
り
ま
す
。

国
際
理
解
を
深
め
る
た
め

に
外
国
の
音
楽
を
聞
く
の
は

有
効
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
音
楽
も
お
勧
め
で
す
。

Ｇ’day Mate!

クレイグ・クレイカー
オーストラリア出身
日向市国際交流員

インディーズ音楽が
最近日本でも人気！



市
で
は
、
市
税
の
滞
納
処
分

で
差
押
え
た
財
産
を
公
売
し
ま

す
。
こ
の
公
売
は
、
滞
納
者
が

市
税
を
自
主
納
付
し
な
か
っ
た

た
め
、
最
終
手
段
と
し
て
行
う

処
分
で
す
。

公
売
は
、
次
の
よ
う
に
入
札

で
行
い
ま
す
。

●
公
売
財
産

電
話
加
入
権

●
公
売
期
日

平
成
16
年
２
月

25
日
（
水
）
受
付
／
午
前
９
時

30
分
　
入
札
／
午
前
10
時

●
公
売
場
所

日
向
市
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム

●
持
参
す
る
も
の

①
（
身
分

証
明
書
、
免
許
証
、
健
康
保
険

証
等
住
所
、
氏
名
が
確
認
で
き

る
も
の
）
、
②
印
鑑
、
③
代
金

４
０，

０
０
０
円
〜
。

た
だ
し
、
公
売
期
日
ま
で
に
、

滞
納
者
が
市
税
を
完
納
し
た
場

合
に
は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
掲
示
板
の
公
売

広
告
ま
た
は
税
務
課
市
税
収
納

係
（
1
内
線
２
１
１
９
）
へ
。

市
税
の
完
納
証
明
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
２
月
２
日
納
期
限

の
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
、
２
月
10
日
納
期
限
の
特
別

徴
収
な
ど
の
証
明
は
、
す
ぐ
に

納
付
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、

問
い
合
わ
せ
に
時
間
を
要
し
ま

す
。
確
認
事
務
を
速
や
か
に
行

う
た
め
に
次
の
書
類
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

①
窓
口
納
付
の
人
は
市
税
領
収

書②
口
座
振
替
の
人
は
振
替
済
み

記
帳
後
の
預
金
通
帳

ま
た
、
代
理
人
が
窓
口
に
来

ら
れ
る
場
合
は
、
委
任
者
本
人

が
作
成
し
た
委
任
状
が
必
要
で

す
。
法
人
の
場
合
も
、
同
様
に
、

代
表
者
以
外
の
代
理
人
が
申
請

す
る
場
合
に
は
、
法
人
登
録
印

の
押
印
さ
れ
た
委
任
状
が
必
要

で
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
管
理
係

（
1
内
線
２
１
２
４
・
２
１
２

５
）
へ
。

高
齢
者
福
祉
係(

1
内
線
２
１
６

９)

農
業
委
員
会
で
は
、
標
準
小

作
料
を
別
表
の
と
お
り
改
定
し

ま
し
た
。
今
回
の
改
定
は
、
平

成
16
年
２
月
１
日
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。
標
準
小
作
料
は
、
原

則
的
に
貸
し
手
と
借
り
手
の
双

方
で
自
由
に
契
約
す
る
こ
と
が

で
き
る
小
作
料
に
つ
い
て
、
貸

し
借
り
の
話
し
合
い
が
ま
と
ま

り
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
目
安

と
し
て
の
標
準
額
を
定
め
て
い

る
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
貸
し
手
、
借

り
手
の
双
方
で
、
ど
れ
く
ら
い

で
貸
し
借
り
を
す
れ
ば
よ
い
か

分
か
ら
な
い
場
合
、
標
準
小
作

料
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
小
作
料
の
決
定
に

は
、
あ
く
ま
で
も
双
方
合
意
が

必
要
で
す
。

市
の
指
名
願
受
付
が
２
月
２

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
添
付
書
類
と
し
て
日
向

●
内
容

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、
高
齢
者
福
祉
施
設
、
高
齢
者

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動
を

パ
ネ
ル
展
示
等
で
行
い
ま
す
。

●
日
時

３
月
４
日(

木)
〜
３

月
７
日(

日)

、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
。
た
だ
し
、
最
終
日
は

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で
。

●
場
所

日
向
市
中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
事
務
所

高
齢
者
福
祉
係

(

1
内
線
２
１

６
９)

●
内
容

各
種
講
座
受
講
者
、

高
齢
者
福
祉
施
設
等
に
よ
る
活

動
発
表
や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
及
び
佐
土
原
幼

稚
園
園
長
高
山
知
恵
子
さ
ん
に

よ
る
記
念
講
演
。

●
日
時

３
月
７
日(

日)

、
午

前
９
時
〜
12
時
。

●
場
所

日
向
市
中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
事
務
所

市役所は代表152－２１１１です。
情報等は総務課（1内線２２３４）へ。

18

日
向
市
高
齢
者
福
祉

フ
ェ
ア

高
齢
者
保
健
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

市
税
完
納
証
明
書
を
交

付
請
求
す
る
人
へ

一般農作業の標準賃金は、宮崎県最低賃金額以上とします。

農地区分
10a当収量
標準小作料

上　　田
450kg以上
18,000円

中　　田
351～449kg
13,000円

下　　田
350kg以下
10,000円

農地区分
標準小作料

上　　畑
9,000円

中　　畑
6,000円

下　　畑
5,000円

作　業　名
荒起こし
代かき

内　　　　　容

耕うん機または

トラクター持参10a当

賃　　金
5,500円
7,000円

荒起こし～代かき

田植
手植

田植機持参10a当

11,000円
5,000円
5,500円

バインダー
コンバイン
乾燥調製

10a当（ひも代含む）
10a当

コンバイン１袋当

6,000円
14,000円
850円

稲
刈

１.水田標準小作料（水稲10a当）

２.畑標準小作料（10a当）

３.農作業標準賃金一覧表

※詳しくは、農業委員会事務局（1内線２３６３）へ。

標
準
小
作
料
を
改
定
し

ま
し
た

電
話
加
入
権

の
公
売

■もよおし・おしらせ・ぼしゅう

に
開
か
れ
ま
す
の
で
、
あ
な
た

も
参
加
し
て
、
異
国
の
文
化
に

触
れ
、
い
坊
市
民
と
の
交
流
を

深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
旅
行
日
程

４
月
18
日
〜
24

日
（
６
泊
７
日
）

●
行
程

世
界
風
筝
大
会
参
観
、

い
坊
・
日
向
友
好
学
校
訪
問
ほ

か
上
海
、
北
京
の
観
光
地
訪
問
。

●
募
集
人
員

13
人
（
学
生
を

除
く
18
歳
以
上
の
市
内
に
在
住

又
は
勤
務
し
て
い
る
人
）

※
応
募
者
が
少
な
い
と
き
、

ま
た
は
、
中
国
の
事
情
等
に
よ

り
派
遣
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
随
行

市
の
職
員
と
通
訳

（
添
乗
員
）
が
随
行
し
ま
す
。

●
旅
行
経
費

17
万
円
〜
19
万

円
（
中
国
の
事
情
に
よ
り
変
更

あ
り
）

●
募
集
期
間

２
月
２
日
（
月
）

〜
２
月
20
日
（
金
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
務

課
内
「
日
向
市
・
い
坊
市
交
流

促
進
協
議
会
」
事
務
局
（
1
内

線
２
２
２
３
）

市
で
は
、
介
護
認
定
調
査
員

の
補
充
募
集
を
次
の
と
お
り
行

調
査
に
使
用
で
き
る
自
家
用
車

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

●
募
集
期
間

平
成
16
年
２
月

９
日
（
月
）
〜
２
月
27
日
（
金
）

ま
で
。

●
提
出
書
類

履
歴
書
持
参

（
市
販
の
も
の
を
使
用
し
、
上
半

身
の
写
真
を
貼
付
）、
郵
送
不
可

●
提
出
先

福
祉
事
務
所
高
齢

者
あ
ん
し
ん
対
策
室

●
選
考
方
法

１
次
選
考
／

書

類
審
査
、
２
次
選
考
／
面
接
、

合
格
者
の
み
に
２
次
選
考
通
知
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
事
務
所

高
齢
者
あ
ん
し
ん
対
策
室
（
1

内
線
２
１
９
３
）

平
成
16
年
５
月
16
日
（
日
）、

17
日
（
月
）
に
全
国
健
康
福
祉

祭
の
県
選
手
選
考
会
を
兼
ね
た

「
宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
０

４
」
が
宮
崎
市
で
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

●
募
集
期
間

２
月
２
日
（
月
）

〜
27
日
（
金
）

●
対
象

60
歳
以
上
の
県
民

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

福
祉

事
務
所
高
齢
者
福
祉
係

(

1
内

線
２
１
６
８)

い
ま
す
。

●
業
務
内
容

介
護
保
険
に
係

る
要
介
護
等
認
定
申
請
者
の
自

宅
や
介
護
保
険
施
設
等
を
訪
問

し
、
認
定
審
査
に
必
要
な
心
身

の
状
況
等
の
調
査
を
行
う
。

●
採
用
期
間

平
成
16
年
４
月

１
日
か
ら
最
長
で
５
年
間
。

●
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜

日
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
ま
で
。（
た
だ
し
、
祝
祭
日
を

除
く
）

●
報
酬

基
本
月
額

１
８
０，

０
０
０
円
（
別
途
調
査
旅
費
加

算
あ
り
）

●
福
利
厚
生

健
康
保
険
、
厚

生
年
金
、
雇
用
保
険
加
入

●
募
集
人
員

若
干
名

●
応
募
資
格

次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

①

日
向
市
に
住
所
を
有
す
る
こ

と
。

②
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、

看
護
師
、
准
看
護
師
、
保
健
師
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
等

の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
専
門

的
資
格
及
び
実
務
経
験
を
有
す

る
こ
と
、
ま
た
は
介
護
支
援
専

門
員
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
。

③
健
康
で
介
護
認
定
調
査
事
務

に
適
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

④
普
通
自
動
車
の
免
許
を
有
し
、

19

日
向
市
ふ
る
さ
と
の
自
然
を

守
る
会
で
は
、
地
球
温
暖
化
の

た
め
の
森
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
０
０
人
を
募
集
し
ま
す
（
小

学
生
も
歓
迎
）。

●
日
時

２
月
22
日
（
日
）、
午

前
９
時
〜
11
時
　
※
雨
天
の
と

き
は
２
月
28
日
（
土
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

日
向

市
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
守
る
会

事
務
局
　
大
野
（
1
53
―
０
９

２
７
）、
ま
た
は
農
林
水
産
課
林

務
係
（
1
内
線
２
３
１
５
）
ま

で
。市

は
、
昭
和
61
年
に
中
国
の

い
坊
市
と
友
好
都
市
を
締
結
し

て
以
来
、
い
坊
市
で
開
催
さ
れ

る
「
世
界
風
筝
（
凧
上
げ
）
大

会
」
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で

10
回
に
わ
た
り
市
民
友
好
交
流

団
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
風
筝
大
会
が
四
月

県
下
に
現
在
10
あ
る
手
形
交

換
所
が
、
平
成
16
年
４
月
１
日

（
木
）
か
ら
宮
崎
・
都
城
・
延
岡

の
３
手
形
交
換
所
に
統
合
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
経
済
の
広
域
化
に

合
わ
せ
て
、
手
形
・
小
切
手
の

簡
便
・
迅
速
な
決
済
を
広
め
、

か
つ
、
そ
の
取
扱
い
の
地
域
差

を
な
く
し
て
、
当
地
域
の
手

形
・
小
切
手
へ
の
信
頼
度
を
高

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
統

合
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
向
市
介
護
保
険
事
業

の
介
護
認
定
調
査
員

市
民
植
樹
祭
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

友
好
都
市
「
中
国
い
坊

市
」
へ
行
き
ま
せ
ん
か

手
形
交
換
所
を

統
合
し
ま
す

統合後の交換所名（新）

宮崎手形交換所

都城手形交換所

延岡手形交換所

現在の交換所名（旧）
宮崎手形交換所
高鍋手形交換所
西都手形交換所
日南手形交換所
串間手形交換所
都城手形交換所
小林手形交換所
えびの手形交換所
延岡手形交換所
日向手形交換所

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
０
４
の
選
手
募
集



火災　　　８件／46件　（前年比－11)
救急　　220件／２４５０件（ 〃 ＋８７）
救助　 3件／38件（ 〃　－11)
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金
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

よ
く
間
違
え
ら
れ
る
「
利
益

を
あ
げ
て
は
い
け
な
い
」
と
い

う
の
は
、「
無
償
」（
お
金
を
も

ら
わ
な
い
こ
と
）
と
非
営
利
を

混
同
し
て
い
る
た
め
で
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
収

益
を
あ
げ
て
も
よ
い
し
、
そ
の

収
益
か
ら
、
活
動
を
支
え
て
い

る
人
に
対
し
て
給
料
を
払
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

給
料
の
支
給
は
、
活
動
に
対

す
る
対
価
を
支
払
う
こ
と
で
あ

り
、
利
益
を
構
成
員
に
分
配
す

る
こ
と
に
は
あ
た
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

女
性
行
政
・
市
民
活
動
推
進

室(

1
内
線
２
２
１
８)

株
式
会
社
は
利
益
を
株
主
に
配

当
と
い
う
形
で
分
配
し
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
構
成
員
へ
の
利
益

の
分
配
は
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
置
き
換
え
て
い
え
ば
、
収
益

活
動
な
ど
で
得
た
利
益
を
、
社

員
や
理
事
な
ど
に
配
当
金
の
よ

う
に
分
配
せ
ず
、
次
の
活
動
資

●
非
営
利
と
無
償
の
違
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
略
称
で
す
が
、
そ

の
名
称
か
ら
か
「
利
益
を
あ
げ

て
は
い
け
な
い
」
団
体
と
誤
解

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
「
非
営
利
」
の
意

味
は
団
体
の
利
益
を
構
成
員
に

分
配
し
な
い
こ
と
で
、
例
え
ば
、

関
す
る
様
々
な
意
見
を
出
し
合

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
環
境
基
本
計
画
は
、
市

内
で
生
活
し
た
り
、
事
業
を
行

っ
て
い
る
人
が
暮
ら
し
や
す
い

環
境
や
、
自
然
環
境
が
よ
り
良

く
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
計

画
で
す
。

平
成
15
年
７
月
29
日
に
、
第

１
回
目
を
開
催
し
、
以
降
毎
月

第
４
木
曜
日
（
休
日
の
場
合
は

翌
日
）
午
後
７
時
に
中
央
公
民

館
研
修
室
で
開
催
し
て
い
て
、

２
月
は
第
７
回
会
議
に
な
り
ま

す
。
環
境
に
興
味
の
あ
る
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
事
業

所
・
地
域
か
ら
日
向
市
の
良
好

な
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

当
日
及
び
、
以
降
の
参
加
も

随
時
、
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
環
境
公
害
係

（
1
内
線
２
６
６
１
・
直
通
53
―

２
２
５
６
）

●
日
向
市
環
境
市
民
会
議

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
環
境

を
考
え
る
た
め
に
市
は
、
日
向

市
環
境
基
本
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
日
向
市
環
境
市
民

会
議
は
、
市
と
共
に
こ
の
基
本

計
画
の
策
定
の
た
め
、
環
境
に

女
性
で
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
、

あ
ま
り
重
い
と
避
難
行
動
に
支

障
を
き
た
す
の
で
出
来
れ
ば
各

自
ひ
と
つ
の
リ
ュ
ッ
ク
を
用
意

し
ま
し
ょ
う
。

市
民
の
み
な
さ
ん
へ
（
お
願
い
）

夏
場
に
伸
び
た
雑
草
が
こ
の

時
期
、
枯
れ
て
繁
茂
し
て
い
ま

す
。
空
気
が
乾
燥
し
て
、
火
災

に
な
る
と
非
常
に
早
い
速
度
で

延
焼
拡
大
の
危
険
が
あ
り
ま
す

の
で
刈
り
取
っ
て
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
刈
り
取
っ
た

枯
れ
草
は
ゴ
ミ
袋
４
袋
ま
で
は

一
般
可
燃
物
と
い
っ
し
ょ
に
出

し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
４
袋

よ
り
多
い
場
合
は
直
接
清
掃
セ

ン
タ
ー
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

地
震
に
備
え
る
②

●
非
常
持
ち
出
し
品

携
帯
ラ

ジ
オ
、
携
帯
ラ
イ
ト
、
ろ
う
そ

く
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
ず
き
ん
）

非
常
食
、
水
、
生
活
用
品
、
衣

類
、
救
急
用
品
、
常
備
薬
、
通

帳
類
、
証
書
類
、
印
鑑
、
現

金
／
持
ち
出
し
品
の
重
さ
の
目

安
は
男
性
で
15
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

地
震
に
備
え
る
①

●
家
の
周
囲
の
安
全
対
策

①

屋
根
の
ア
ン
テ
ナ
や
瓦
は
補
強

し
て
お
く
②
植
木
鉢
は
低
い
所

に
置
く
③
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ
は

鎖
で
固
定
す
る
④
基
礎
部
分
が

な
い
門
柱
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
ま

た
鉄
筋
の
な
い
も
の
、
ひ
び
割

れ
て
い
る
も
の
は
補
強
す
る
。

民市 活 動 境環 域地 防 災

日向市環境市民会議
追加で募集します
参加しませんか？

「非営利」とは団体
の利益を構成員に
配分しないこと！

１２月の出動件数／１５年中統計

消防署からのお知らせ

地震に備える

※繁茂した枯れ草、雑草の管理について

は日向市の環境と自然を守る条例及び日

向市火災予防条例に定められています。

21

市役所は代表152－２１１１です。
情報等は総務課（1内線２２３４）へ。

日向ひまわりフォーラム事業

マークス寿子
と し こ

講演会
≪と　き≫ 2月14日（土）

13：30～15：00

≪ところ≫ 日向市中央公民館

講師は、イギリス在住が長く、現

在は秀明大学教授として日英間を行

き来しています。海外から見た日本

の風潮、価値観等について男女共同

参画の視点からさわやかに歯切れよ

く語る内容は、多くのことを私たち

に考えさせてくれるはずです。

入場無料です。託児所があります

ので託児利用の方は事前に申し込ん

でください。

●問い合わせ 女性行政・市民活動
推進室（1内線２２１８・２２１９）

Q．追納制度とは何ですか。

A．国民年金保険料を納めたくても

納められない場合、前年の所得状況

によっては保険料を免除されます。

ただし、免除期間があると満額の老

齢基礎年金が受けられなくなります

から、後日保険料が支払えるように

なったとき納めることを追納といい

ます。１０年前の分までさかのぼっ

て納めることができ、保険料額は当

時の保険料額に経過年数に応じた加

算がつきます。詳しくは市民課年金

係、または延岡社会保険事務所にお

問い合わせください。

●問い合わせ　市民課年金係（1内

線2137）

年金なんでも Q&A ●
健
康
講
演
会

〜
要
介
護
者
の
口
腔
ケ
ア
〜

市
で
は
、
介
護
に
携
わ
る
人

を
対
象
に
次
の
内
容
で
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

・
内
容

要
介
護
者
へ
の
口
腔

衛
生
の
必
要
性
と
、
そ
の
ポ
イ

ン
ト
。

・
と
き

３
月
13
日
（
土
）

午
後
６
時
30
分
〜

・
会
場

市
民
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
別
館
２
階
）

・
講
師

香
川
県
三
豊
病
院

歯
科
保
健
セ
ン
タ
ー
医
長
　

木
村
年
秀
さ
ん
（
歯
科
医
師
）

・
料
金

無
料

・
対
象

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

●
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
集
い

健
康
づ
く
り
推
進
員
に
よ
る

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
健
康
づ
く

り
の
一
つ
と
し
て
楽
し
く
触
れ

合
い
な
が
ら
、
笑
っ
て
で
き
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
体
験
で

き
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
こ
し

く
だ
さ
い
。

・
と
き

２
月
29
日
（
日
）
午

前
10
〜
12
時

・
と
こ
ろ

日
向
市
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
（
大
ホ
ー
ル
）

・
料
金

無
料

・
必
要
な
物

上
履
き

運
動
で
き
る
服
装
で
。

談相 日 程

と
こ
ろ

青
少
年
ホ
ー
ム

●
女
性
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
相
談

①
面
接
相
談
（
毎
週
木
曜
日
）

②
電
話
相
談
（
月
、
火
、
木
、
金
）

(

1
55
―
１
６
６
０
）

と
　
き

13：

00
〜
16：

00

と
こ
ろ

推
進
ル
ー
ム

「
さ
ん
ぴ
あ
」

●
障
害
者
相
談

と

き

２
月
９
日
（
月
）

10：

00
〜
12：

00

と
こ
ろ

障
害
者
セ
ン
タ
ー
　
　
　

(

1
52
―
５
４
３
４)

●
介
護
保
険
の
説
明
会

と
　
き

２
月
９
日
（
月
）

10：

00
〜

と
こ
ろ

市
民
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
あ
ん
し

ん
対
策
室
（
1
内
線
２
１
９
３
）

●
交
通
事
故
巡
回
相
談

と
　
き

２
月
20
日
（
金
）

10：

30
〜
14：

30

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

●
人
権
相
談

と
　
き

２
月
４
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ

細
島
公
民
館

●
法
律
相
談
（
要
予
約
）

と
　
き

２
月
12
日
（
木
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ

社
会
福
祉
協
議
会

(

1
52
―
１
０
１
０
）

●
年
金
巡
回
相
談

と
　
き

２
月
10
日
（
火
）

10：

00
〜
15：

00

よも お し



●
申
込
期
限

平
成
16
年
２
月

25
日
（
水
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
市
民

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
1
内
線

２
１
８
４
・
２
１
８
２
5
56
―

１
４
２
３)

市
内
在
住
の
10
〜
89
歳
の
人

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
結
果
を
掲
載
し
ま
す
（
一

部
抜
粋
）。
今
回
は
、
喫
煙
に
つ

い
て
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
こ
の

結
果
に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
？
　

健
康
増
進
法
が
施
行
さ
れ
、

不
特
定
多
数
の
人
が
集
合
す
る

公
共
施
設
等
や
職
場
は
、
分

煙
・
禁
煙
対
策
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
喫
煙
の
害
に
つ

い
て
も
正
し
い
知
識
を
も
ち
、

健
康
増
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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稲田春菜ちゃん　　　
(松原)

黒木啓臣
けいしん

ちゃん　　　
(美砂)

江藤甫享
まさゆき

ちゃん　　　
(高砂)

黒木楓恋
か れ ん

ちゃん　　　
(塩見ヶ丘)

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
２

月
13
日(

金)

、
27
日(

金)

、
対

象
／
平
成
15
年
11
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
２

月
20
日(
金)
、
対
象
／
平
成
15

年
７
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／

２
月
17
日(

火)

、
対
象
／
平
成

15
年
１
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日

時
／
２
月
19
日(

木)

、
対
象
／

平
成
14
年
７
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
２
月

６
日(

金)

、
対
象
／
平
成
12
年

７
月
生
ま
れ

※
受
付
時
間
は
、
３
か
月
児
・
７

か
月
児
／
午
後
１
時
〜
１
時
30

分
、
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児
／

午
後
１
時
〜
２
時
、
１
歳
児
／
午

前
９
時
30
分
〜
10
時
で
す
。
母
子

健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
、
市
民
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
。

●
検
診
時
期

平
成
16
年
３
月

●
検
診
対
象

30
歳
以
上

※
妊
娠
中
の
人
は
、
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

●
検
診
料
金

30
歳
〜
69
歳

２
０
０
０
円
　
70
歳
以
上
　
１

０
０
０
円
（
※
生
活
保
護
世
帯

の
人
は
無
料
で
す
が
、
証
明
書

が
必
要
で
す
）

●
検
診
内
容

検
診
車
で
、
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
（
乳
房
専

用
Ｘ
線
）
と
、
超
音
波
検
査
を

行
い
ま
す
。
視
触
診
は
あ
り
ま

せ
ん
。
１
人
あ
た
り
10
分
程
度

の
検
診
で
す
。

●
申
込
方
法

市
民
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
（
美
々

津
・
岩
脇
・
細
島
）
に
申
込
書

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

直
接
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で

電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
申
し
込
み

で
き
ま
す
。（
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
生
年
月
日
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
）

●
日
時

２
月
24
日(

火)

午
後

２
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
対
象

生
後
６
か
月
ま
で
の

乳
児
を
育
児
中
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
。

●
内
容

①
栄
養
士
と
の
離
乳

食
作
り
・
試
食
、
②
体
重
測

定
・
身
長
測
定
、
③
赤
ち
ゃ
ん

の
健
康
相
談
、
④
マ
マ
や
パ
パ

同
士
の
交
流
会
な
ど
。

●
会
場

市
民
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー

●
持
参
す
る
も
の

母
子
健
康

手
帳市

で
は
、
乳
が
ん
集
団
検
診

を
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
健
診

す
く
す
く
教
室

乳
が
ん
集
団
検
診
を
実

施
し
ま
す
（
申
込
案
内
）

安藤　優
ゆう

ちゃん　　　
(中堀町１)

「
健
康
ひ
ゅ
う
が
21
計
画
」

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　　項　　　　目 ％ 
分けた方がよい 

すべての場所で禁煙にした 
方がよい 

どちらともいえない 
 分けなくてよい 
 その他 
 無回答 

 

　54.9

　14.9

　10.9

　2.3

　0.8

16.2

Ｑ
２
　
あ
な
た
は
、
た
ば
こ
の
影
響

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。（
複
数
回
答
）

　項　　　　　目 ％ 

肺がん 

心臓病 

ぜんそく 

脳卒中 

歯そうのうろう 

胃かいよう 

気管支炎 

妊娠時の異常 

受動喫煙の影響 

その他 

何も知らない 

87.9

30.5

53.2

26.8

12.6

18.3

50.3

52.5

61.8

1.7

1.6

Ｑ
１
　
あ
な
た
は
、
分
煙
に
つ
い
て
ど
う

思
い
ま
す
か
。(

分
煙：

た
ば
こ
を
吸
う

場
所
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と)

三ｹ尻医院（整外・リハ152ー5557）康田医院（産婦

153ー7788）松岡医院（内152ー5407） 沼田医院

（皮152ー3785）

浦上医院（内・外・胃腸152ー2936） 稲原眼科（眼

152ー2209） 鮫島病院（精神・内・放154ー6801）

黒木医院（内152ー6055） 萩原眼科（眼163ー7222）

山元医院（小児153ー6066） 大平医院（整外・リウ・

内・リハ152ー3337）家村内科（内・循環155ー0600）

甲斐医院（外・胃腸153ー5000） 児玉小児科医院（小児

152ー2530） みずのメンタルクリニック（心・精神152ー

0855）

和田病院（内・外・脳外・放・リハ・整外152ー0011）

緒方医院（内・呼吸・小児153ー6333）くろき胃腸科・

内科（胃腸・内・消化155ー0505） 青柳内科循環器科

（内・循環168ー3611）

三股病院（内・外・整外・胃腸・麻酔・リハ158ー0034）

尾崎眼科（眼152ー5600）今給黎医院（内・循環154ー

2459）

23

▼
日
向
岬
に
あ
る
ク
ル
ス
の
海
を
観
光
地
と
し
て

売
り
だ
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
展
望
所
が
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？

近
々
、
公
開
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ

る
計
画
で
す
。
▼
今
月
の
表
紙
か
ら
こ
の
ク
ル
ス

の
海
を
背
景
に
、
撮
影
し
て
い
く
と
い
う
企
画
を

始
め
ま
し
た
。
こ
の
次
に
表
紙
を
飾
る
の
は
、
皆

さ
ん
の
身
近
な
人
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
▼
毎
月
撮

影
が
で
き
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
し

で
も
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
役
立
つ
よ
う
、
が
ん
ば
っ

て
み
ま
す
。

〈
Ｋ
〉

～止まって確認！無事故に挑戦～

12月中の交通事故
人身事故 死亡 負傷者 物損事故
47件 0人 58人 103件

（－33）（±0）（－53）（－23）

日向市の人口と世帯（H16.1.1.現在）
人　口 59,192 人 〈 ＋39〉
男 27,850 人 〈 ＋11〉
女 31,342 人 〈 ＋28〉
世帯数 22,718 世帯 〈 ＋30〉

転　入 143人 転　出 111人
出　生 47人 死　亡 40人
面　積 117.56k㎡

日向市保育協議会

２月の休日在宅医※事前にテレホンサービス(153ー1214)で確認を！

栄養一口メモ
ビタミンＫ

ビタミンＫは血液の凝固を助ける
脂溶性のビタミンです。あまり知ら
れていませんが重要なビタミンです。
骨へのカルシウム石灰化の調整もし
ます。
不足すると ビタミンＫの不足は出
血の時に血が止まらない、鼻血がよ
くでる、大腸炎、下痢などがありま
す。
多く含む食品 納豆、ほうれん草、
小松菜、キャベツ等（納豆で１０ｇ
ブロッコリーで４０ｇが１日に必要
な量）ビタミンＫは抗生物質やホル
モン剤に弱いため、これらの医薬品
には注意が必要です。

子育てサポート ■ 1日

■ 8日

■11日

■15日

■22日

■29日

節分の由来

暦の上で寒の最終日のことです。
本来節分とは、立春、立夏、立秋、

立冬の四季の節目の前夜祭のことで
したが、大寒の末日に固定し、各社
寺では人集めに有名人を年男にして
豆まきをする風習が流行するように
なりました。
古くは、中国唐時代に伝来した追

難の儀式で、豆を投げて鬼を追い払
うことは、室町期において、明の風
習が伝えられたものだといわれてい
ます。

153ー5857

日向市のホームページで広報ひゅうががご覧になれます。
http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

ママのストレス解消、リズム遊びなど。バスタオル持参、動きやすい服装で。
◎会場 市民健康管理センター（1内線２１８１）、申し込み不要です。
Ｂebeクラブ
●日時 2月10日(火) 午後２時～３時

●対象 歩き始めるまでの赤ちゃんとママ（無料）。

Ｃocoクラブ
●日時 2月９日（月）午後２時～３時
●対象 歩き始めた子ども（３歳まで）とママ（無料）。

ＢebeクラブとＣｏｃｏクラブ

大番

市役所

協和病院

■ 3日

■13日

10：00～16：00

9：30～12：00

13：30～16：00

２月の献血日程



●編集●
日向市役所総務課

〒883ー8555 宮崎県日向市本町10番5号
10982ー52－2111

願いが叶うというクルスの海。日向岬の一角に昔は
「十文字」今は「クルスの海」と呼ばれている不思議な
場所がある・・・・。
今月の表紙で、そのクルスの海を背景にポーズを決め
てもらっているのは、長崎真弓さん。弟さんと上町で
ＩＧＵＡＮＡ
い ぐ あ な

というおしゃれな古着ショップを始めた
ばかりです。けっこう風が強い日で、こちらの無理な
注文も多い撮影でしたが、笑顔で撮影に応じてくれま
した。

●印刷●
藤屋写真印刷㈱

NO.585

この広報紙は再生紙を使用しています。

日向市ホームページ　http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/
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